
 

 

 

 

 

 

 

 

子供も大人も笑顔あふれる狛江第五小学校に 

副校長  岩渕 美香 

今年度のスタートに校長が「世界一通いたくなる学校」というスローガンを掲げました。私たち教員はもちろんの

こと、子供たちにもすっかり浸透しています。誰かが通いたくなるようにしてくれるのではなく、自分たちに何ができ

るのか考え、そのために誰に働きかけ、どう実行するのかということを、子供たち自らが行動で示している姿にたく

さん出会うようになりました。 

しかし、学校はいつも楽しいことばかりがある場所ではありません。悲しい時や辛い時もあるでしょう。そのような

時もポジティブにとらえた「笑顔」が困難を乗り越えるパワーになってほしいと思います。昔から「幸せだから笑うの

でなく笑うから幸せなのである」(アラン『幸福論』より)という言葉もあります。 

ある本に「笑顔」や笑いのメリットが書かれていました。 

・免疫力がアップする    ・最強のエイジングケアになる   ・幸福度がアップする   ・笑顔は周りに伝染する 

・表情筋が刺激を受けポジティブな気持ちになる   ・コミュニケーションがスムーズになる 

「笑顔」は、「ドーパミン」や「セロトニン」など、人のモチベーションを上げるホルモンを分泌し、気持ちをポジティ

ブにする効果があります。そして、人が決断をするとき、困難から這い上がろうと頑張るときには、「笑顔」が力を倍

増してくれると科学的に証明されているそうです。 (和田秀樹著 なぜか人生がうまくいく「明るい人」の科学 より) 

「笑う門には福来る」は、「笑いが絶えない家庭には幸運が訪れる」という意味で使われます。家庭単位の意味が

語源のようですが、個人単位でみても同様の効果が「笑顔」にはあるということが分かります。他にも「笑って損した

者なし」「和気財を生ず」という類語もあります。笑うことのメリットは、今では科学的に証明されていますが、過去の

経験から昔の人も感じていたということでしょう。家庭単位、個人単位で同様なのであれば、学校単位でもそのメリ

ットは生かされるはずです。子供を取り巻く学校や家庭・地域に笑顔があふれるよう今後もご理解・ご協力をお願い

いたします。 

【２月の予定】 

２日（金）新一年生保護者説明会 

５日（月）学年朝会（安全指導日） 

        委員会活動 

１１日（日）建国記念の日 

１２日（月）振替休日 

１３日（火）オリンピアン派遣（６） 

１４日（水）集会 

１５日（木）四中研究発表会 

下校時刻１２：４５ 

１７日（土）KoKoAドッジボール 

１９日（月）朝会 クラブ活動 

２１日（水）飼育委員会発表集会 

２２日（木）校外学習（５） 

         保護者会（３、４） 

２３日（金）天皇誕生日 

２６日（月）朝会 クラブ活動 

２７日（火）保護者会（１、２） 

２８日（水）集会 

３月１日（金）6年生送る会 

            保護者会 
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コミュニティ・スクール通信 

毎月、狛江市教育委員会が発行している「コミュニティ・スクール通信」にアクセスできますので、 

ぜひ御覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

学校生活の中で子供たちは様々な仕事をしています。日直、当番、係、高学年になると委員会活動も入って、一

人で何役もこなしています。学校や学級の一員として責任をもって仕事を行うことは、社会に出てからも役立つ

大切な力になっていきます。 

同じ係や当番の友達と声を掛け合い、協力して取り組むことも大切です。一人一人が力を合わせてみんなの

ために努力することで、大きな達成感が得られるものです。また、自分たちの仕事が他の人から感謝されるとい

う経験は、その後のやりがいや意欲につながります。ぜひご家庭でも自分の役割を頑張っているか声をかけて

いただければと思います。                                                  

２月の生活目標：「力を合わせて係や当番の仕事をしよう」         

【書き初め展 感想】 
書写の時間に、書き初めをしました。書き初めをした感想や、他学年の書き初めを見た感想を書いたり発表 

したりしました。その一部を紹介します。 

（１年） 

・漢字を上手に書くことが難しかったけど、家で練習しているときにお母さんが「上手だね」と褒めてくれてうれ

しかったです。（Ｋ.Ｈ） 

・６年生の字が上手でかっこよかったです。まだ先のことだけれど、自分も６年生になったらその時の１年生に

「すごいな」と思われるような字を書きたいと思いました。（Ｈ.Ｉ） 

（２年） 

・高学年になればなるほど字が上手でした。特に、三年生からは筆で書いていたので難しいだろうなと思ってい 

たけれど、みんな上手でした。（Ｓ.Ｈ） 

・高学年になるほど「とめ・はね・はらい」や「まがり」を意識して、丁寧に書くことができていてすごかったで

す。（Ｋ.Ｓ） 

（３年） 

・六年生の作品が心に残りました。みんな大きな字で丁寧に書いてあって、わたしもこれくらい丁寧に書きたい

と、心を動かされました。（Ｅ.Ａ） 

・一年生の字は、はじめての書き初めなのにしっかり書けていておどろきました。また、いろいろな個性があり、

とてもかわいかったです。（Ｋ.Ｃ） 

（４年） 

・２年生は、字がまっすぐでバランスよく、がんばって書いた気持ちがものすごく伝わってきました。(Ｋ.M) 

・３年生は「とめ・はね・はらい」が上手にできていて、自分たちが３年生の時よりも上手だと思いました。自分

も「がんばらなくちゃな」と、思いました。(О.Ｍ) 

（５年） 

・私は、他学年の書き初めを見て特に６年生の書き初めで上手な人が多い印象でした。私も来年は最高学年として

下級生の見本になるように頑張りたいと思いました。(Ｓ.Ｍ) 

・私は、冬休みにお父さんと水書道でたくさん練習し、一日かけて作品を完成させました。学校で書いたら、家で

書いた字よりも上手に書くことができて、うれしかったです。（Ｋ.Ｈ） 

（６年） 

・字のバランスや「とめ・はね」を意識して書きました。小学校生活最後の書き初めだったので書き終えた時には

ちょっと寂しい気持ちになりました。（Ｎ.Ｙ） 

・他の人たちの作品を見てみると、人それぞれ上手く書けているところや個性があることに気付きました。「いろ

いろな作品があってどれもいいな」と、思いました。（Ｔ.Ｍ） 

（生活指導委員：榮 有紀子） 


